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緒 論
　ほたて貝の閉殻筋は構造並びに機能を異にする
2種の筋肉Iarge　striated　muscle（以下LS．M・）と
small　smooth　musclc（以下S．．S．M．）に区別されるこ
とが從來知られており1），われわれはさきに報告し
た如く2），この2種の筋肉より抽出したactomyosin
系につV・て粘度測定的研究を行った結渠，両者間
に種々の弟があることを認めた。今年度も引続き
これらに：関する研究を行ったが，その一一・環として
両者のATPase活性度を比較した。
　さきに敏室の大江等は，ほたて貝筋肉の水抽出
ATPaseにつV・て同様の報告をしたが3’その後該
ATPaseの役割がactomyosin系のそれよりはむし
ろ中聞代謝の面に重要なることが指摘されつつあ
るので，本轍では特にactomyosin系と直接関蓮
のある　myosin－ATPaseに主眠をおV・て町筋の間
の比較を行った。また同時に海岸より実験室まで
の輸迭が輿える影響の有無について検討した。
実験方法
A．実瞼材料
　ユ．actomyosin液＝
ほたて貝探取現地において抽出せるものと，輸迭緩抽出
せるものの両者についてATPase活性度及び無機燐含量を
測定したQ
　　a）現地抽｝II　actomyosin液：］2．78　mg！cc　O．6　M　KCl
　　　溶液
　　b）輸逡後抽出act・my・sin液：10・25　mg／cc　O・6　M
　　　KCI溶液
　抽出力法　ぼたて貝のLS，M．及びSS．M．100gに対
しWeber氏アルカリ性KICI溶1夜300　ccを加え，0℃で魏
挫しっっ1．夜：抽出，遠沈，上清を分離して：資料とした。な
お酵素液蛋白濃度はMicro－Kjeldahl法でfactor　6．25と
して測定した。
　　？．ATP溶液：．2．4　mg！cc〔160γ／ce水解p）。家兎筋肉
よりA．Szent－Gy6rgyi4，法で抽出，　Na塩として使用した。
　　3．緩衝液二　Michaelis氏：ヴェロナール西ll酸塩緩衝
液，pH＝6．45，　pHはBeckman氏ガラス電極xouで測定し
た。
　B．実験方法
　　1．　ATPase活性度汕1，定l
　　ATP溶液：0．24g／dl液：を（）．5cc用いた（終濃度】0－3M）。
　　actomyosin溶液：12．78　mg／cc溶液の0．25　cc，及び
10．25mg／cc溶液の。．32ccを用いた‘終濃度2．1　mg／cc）。
　　綾衝液＝pH＝6．45のヴェロナール酷酸塩緩衝液を
0．5cc用いた。
　　1（Cl勃喪度＝　0．12M
　上記組成の反鷹液1全量】．5cc）を25℃で10分間温浴し
三塩：化酬酸3．5cc（終濃度5％）を加えて反1態を止め，濾過，濾：
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液1ccについて中和し，その含有する遊離燐をBodansky
法5）で呈色せしめ，Pulflich－Stufen－photometerで創七er
S－72，液暦1cmにおいて比色定量した。
　　2．無機燐含量測定：　ATPase活性度測定の際と同
量の酵素液を蒸溜水で1．5cclに稀釈し，三塩化酷酸3．5　cc
（終濃度5％）を加えて除蛋白し，濾液1cclについて同様に
燐．含量を測定した。
実験成績
　上記の方法で実瞼を行い，次ぎの裏に示す如き成績を得
た。
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総括並びに考按
　上記成績に基づいて二，三の考’察を試みる。
　　1．成績の示す如く，ATPase活性度，無機燐
含量とも當にS・S・M・よりもし・S・M・に弧い。但
し本成績において．ATPase活性度を示す遊離P量
は丁丁において区々であった。これは本実験を行
うに当り，酵素と基質の量的関係，反慮時岡等を
明確に規定すべき予備実験が不充分で，反慮が至
適條件下におや・て行われなかったことに起因する
と老’えられる。しかしながら本成績はたとえこの
点を考慮に：入れたとしても明かにATPase活性度
はS．S．　M．よりもし．　S．　M．に：弧い事実を示すもの
である。
　ATPase活性度はCsap66）にまればactomyoshn
のATPによる粘度変化におけるsplitting－tlmeに
対解し，活性度．小なるほどそれが長V・といわれる。
われわれの昨年度の実験において，splitting－time
はS．S．　M．の：方がL．　・S．　M．よりも長㌔（傾向カミ見ら
れたが，上記の成績はこの結果と一致する。
　また大江等の研究3♪に：おいても，ほたて只筋肉
のATPase活性度及び無機燐含量は両者とも
S．S．　M．よりもし．　S．　M．に弧V・ことが示されてい
る。最近このATPaseはmyosin－ATPaseではな
く水抽出一ATPaseであることが解明され，且つ
myosin－ATPaseが筋肉の1｛嫡膿構に関野するに：対
して，この水抽出一ATPaseは燐一糖質系の中岡代謝
に関係するものと考えられている。7）
　本実験に用いた酵素液は抽出警防より見て，主
としてmyosin－ATPaseの外にこの水抽出一ATP－
aseの若干をも含むものと思われるが，われわれの
成績と大江のそれとを比較するに両．者ぽその傾向
を一にしmyosin－ATPaseと水抽出一ATPaseの含
量は2卜行ずるζとが示される。このことはまた理
論的にも考えられるごとである。
　即ち二等S．S。M．はし．slM．に比し閉殻に際し
てenergyを消費すること少なく，從ってその代
謝の程度も少ないことが知られてv・る。s）このこと
よIJ）すればmyosin－ATPase及び水抽出一ATPase
の両者ともその活性度がS．　S．　M．よりし．S．　M。に：
高く，代謝産物たる無機燐含量も同様LS．M．に
多いことは当然の結果として首肯されるところで
ある。夏に：L．S．　M．にmyosin－ATPase活性度が
高V・ことは，act・my・sil・系がS．　S．　M．よりも多い
ことを：示唆するものと居、われるが，ζ：のことは
しS．M．とS．S．M．の機能上め差より見ても考え
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られることである。
　　2．成績に見る如く楡途によってATPase活
性度は減少することなく，ただ無機燐含量が著し
く増加しfd。「これは恐らく輸迭中にATI），creatine－
phosphate及びその他の糖代謝中闇燐酸エステル
の崩壊等によるものであろう。
　　3．上述の如くATPase活性度がLS．　M．に
おいて高いごとは実験例のすべてに見られる穿実
であるが，両筋肉のATPase活性度の比率はおの
おの異なり，一定の偵を示さない。しかしながら
現地抽出actomyosinのみにつV・て見れば両者の
比は時とともに減少している。これは表より明か
な如くL．S・M・のATPase活性度は動揺を示しつ
つも比較的一定であるのに対して，S・S・Mの活
性度が時とともに増加したためと考えられる。こ
のS．S．　M．の活性度塘加の原因は木実瞼のみから
は勿論不明であるが，
　a）酵素i蛋ド1質の溶解性力：時とともに増加した
ために活性度の塘抑を來たしたのか
　b）Perry9）のtrypsin処理myosin－ATPaseにお
ける如く，一定期湘活性庚の上昇を來たす時坦：が
あるのか。　　　　　　　　　　　　　’
　c）M，Wright＆P．　Mendello）の白鼠心筋の
ChEの如く抽出後一定時闇を経て活性度の壇加が
現われるのか
等の可能性が考えられる。この何れであるか，ま
たし・S・M・及び輸迭後抽出actomyosinにはかか
る傾向が見られないことから，これはS．S．　M．殊
に現地抽出のactomyosin系に特殊な現象である
か等については興味あるところであるが，これ等
は今後の研究にまちたい。
結 論
　ほたて貝の2種の筋L．S．　M．とS．　S．　Mのmyo－
sin－ATPase活性度，及び無機燐含量を：測定し訳の
ことを認め：た。
　ユ。myosin－ATPase活性度及び無機燐含量は両
考ともS．S．　M．よりも　L．　S．　M．に弧い。
　2・鍮迭によって無機燐含量はL．S．M．，　S．S．M．
とも塘：即するが，ATPase活性衷の変化は認めら
れなv・。
　　　　　　　　　　　　　（H一利27．揺．26受付】
Summary
　　Comparing　the　differences　of　ATPase　activity　and　content　of　inorganic－phosphate　between
large　stria，　ted　muscle　and　small　smooth　muscle，　we　observed　the　results　as　follows：
　　1）　Large　striated　muscle　showed　larger　activity　of　myosin－ATPase　ac　nd　content　of　inorganic－
phosphate　than　those　of　small　smooth　muscle・
　　2）　By　transport　inorrganic－phospha，　te　was　lncreased，　but　ATPase　activity　was　not　altered．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Dec．　26，　1952）
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